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Task Force Groupの最終目的 (会長会見スライドより引用)
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ステークホルダーとの「Co-creation」し社会課題を解決！



2

PPI/E関連活動（ TF Group9/ET2-4,5,6）の関係性

ET2-4：
患者・市民に対する、治験・臨床研究、副作用の情報提供
に係る課題の検討
jRCT、治験情報提供、レイサマリー、副作用情報提供等

ET2-6：
患者選好研究検討
ICHE22、患者意見の組み入れ等

患者・市民への
情報提供における課題

ET2-5：
会員企業のPPI/E取り組み向上に係る課題検討、及び
患者・市民・医療従事者の治験・臨床研究のリテラシー向
上に係る課題の検討
医療従事者啓発、患者市民への疾患啓発、会員企業啓発等

PPI/E実装への課題

研究手法への患者目
線反映に関する課題

課題 専門チームでの検討 解決すべき課題への対応（TF）

TFG9-1：
治験情報提供に係る規制緩和対応

TFG9-2：
臨床研究等登録・公開システム(jRCT)の改修対応

TFG9-3：
治験・臨床研究情報提供（レイサマリー等）に係る会
員企業への啓発

TFG9-4：
会員企業へのPPI/E活動の取り組み推進

TFG9-5：
医薬品開発・エビデンス創出への患者経験データの
利活用検討

患者・市民・医療従事
者のリテラシー向上の
課題
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